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【手続補正書】
【提出日】平成20年4月7日(2008.4.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
医療デバイスの表面上へ生分解性コーティングを作製する方法であって、以下：
　該医療デバイスの表面の少なくとも一部分上に生分解性層を形成する工程であって、該
層が、コポリマー、および患者への該デバイスの埋め込み後に患者の中に放出可能な治療
因子を含んでいる、工程を包含し、
　ここで、該コポリマーは、第一モノマー単位および第二モノマー単位を含み、該第一モ
ノマー単位はアミノ酸を含み、該第二モノマー単位は、１４～５，０００の分子量を有す
る疎水性炭化水素側鎖を有するように誘導体化されたアミノ酸を含んでいる、方法。
【請求項２】
前記医療デバイスは、患者への埋め込み後に分解可能である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
前記疎水性炭化水素側鎖は、アルキル鎖を含んでいる、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
前記コポリマーは、ポリマーの側鎖と疎水性炭化水素部分とを反応させて、該コポリマー
の疎水性炭化水素側鎖を形成することによって作製される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
前記ポリマーの側鎖の３％～１００％が、疎水性炭化水素で誘導体化されている、請求項
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４に記載の方法。
【請求項６】
前記ポリマーがホモポリマーである、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
前記コポリマーがさらに親水性側鎖を含んでいる、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
前記親水性側鎖は、ポリエチレン酸化物、糖残基、または多糖類を含んでいる、請求項７
に記載の方法。
【請求項９】
前記親水性側鎖は、官能基を含んでいる、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
前記官能基は、ヒドロキシル、カルボキシル、双性イオン、スルホネート、ホスフェート
、およびアミノからなる群より選択される、請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
さらに、前記コポリマー中の疎水性炭化水素側鎖の数または長さを調節することによって
、該コポリマーのガラス転移温度を選択する工程を包含する、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
さらに、前記コポリマー中の疎水性炭化水素側鎖の数または長さを調節することによって
、前記層からの治療因子の放出率を選択する工程を包含する、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
さらに、前記コポリマー中の疎水性炭化水素側鎖の数または長さを調節することによって
、有機溶媒中の該コポリマーの溶解性を選択する工程も包含する、請求項１に記載の方法
。
【請求項１４】
アミノ酸側鎖と疎水性炭化水素とを連結する化学基は、アミド、エステル、カーボネート
、カルバメート、オキシムエステル、アセタール、ケタール、ウレタン、ウレア、エノー
ルエステル、オキサゾリンディーズ、無水物、またはオキシムエステルを含んでいる、請
求項１に記載の方法。
【請求項１５】
前記コポリマーは、誘導体化γポリアミノ酸を含んでいる、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
前記γポリアミノ酸は、ポリグルタミン酸、ポリアスパラギン酸、またはポリリシンを含
んでいる、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
前記治療因子は、前記層中に取り込まれているか、または前記コポリマーへ共有結合され
ている、請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
前記コポリマーは、有機溶媒中に可溶であり、水溶液中に不溶である、請求項１に記載の
方法。
【請求項１９】
第一アミノ酸は、誘導体化側鎖を含んでいる、請求項１に記載の方法。
【請求項２０】
前記コポリマー中のアミノ酸のすべての５％～９５％が、誘導体化側鎖を含んでいる、請
求項１に記載の方法。
【請求項２１】
請求項１に記載の方法であって、前記コポリマーの少なくとも一部は、以下の式：
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【化１】

を含み、
ここで、
　ｐは、該ポリマーのモノマー単位を示す整数であり、ｐ１は、第一モノマー単位を示し
、ｐ２は、第二モノマー単位を示し；
　ｎは、１と５００，０００との間の整数であり；
　Ｔ１．．．Ｔｎは独立して、Ｈまたは－（ＣＨ２）ｍ－Ｘ＊基の式を有するように選択
され、
　ここで、Ｘ＊は、Ｈ、ハロゲン、ヒドロキシル基、チオール基、カルボキシル基、アミ
ノ基、アルキル基、アルコキシ基、アルケニル基、アルキニル基であり、－（ＣＨ２）ｎ

は、ｍが１と１００との間の整数である基であり、１つ以上のメチレン基が必要に応じて
、Ｏ、Ｓ、Ｎ、Ｃ、Ｃ＝Ｏ、ＮＲａ基、ＣＲｂ基、ＣＲｃＲｄ基、またはＳｉＲｅＲｆで
置換されており、ここで、Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃ、Ｒｄ、Ｒｅ、およびＲｆは、各々独立して
、結合、ｐｉ結合、Ｈ、ヒドロキシル基、チオール基、カルボキシル基、カルバメート、
オキソカーボン基、アミノ基、アミド（ａｍｉｄｏ）基、アミド（ａｍｉｄｅ）基、ホス
フェート基、スルホネート基、アルキル基、アルコキシ基、アルケニル基、アルキニル基
、シロキサン、または官能基であり；
　ここで、疎水性炭化水素側鎖は、１４～５，０００の分子量を有し；
　Ｌ１．．．Ｌｎは独立して、結合、または示されている炭素を、１または複数の共有結
合によって連結する連結基であるように選択され；
　Ｚ１．．．Ｚｎは独立して、結合、または１００原子未満の連結基であるように選択さ
れ；そして
　ＹｃおよびＹｎは各々独立して、Ｈ、ハロゲン、ヒドロキシル基、チオール基、カルボ
キシル基、アミノ基、アルキル基、アルコキシ基、アルケニル基、アルキニル基、シロキ
サン、または官能基であるように選択される、
方法。
【請求項２２】
医療デバイスの表面上の生分解性コーティングであって、以下：
　該医療デバイスの表面の少なくとも一部分上の生分解性層であって、該層はコポリマー
、および患者への該デバイスの埋め込み後に該患者の中に放出可能な治療因子を含み、該
コポリマーは、第一モノマー単位および第二モノマー単位を含み、該第一モノマー単位は
アミノ酸を含み、該第二モノマー単位は、１４～５，０００の分子量を有する疎水性炭化
水素側鎖を含むように誘導体化されたアミノ酸を含んでいる、層
を含む生分解性コーティング。
【請求項２３】
前記医療デバイスは、患者への埋め込み後に生物分解可能である、請求項２２に記載のコ
ーティング。
【請求項２４】
前記疎水性炭化水素側鎖は、アルキル鎖を含んでいる、請求項２２に記載のコーティング
。
【請求項２５】
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前記第一モノマー単位および前記第二モノマー単位は、前記コポリマーの少なくとも一部
分を形成するために誘導体化されたポリアミノ酸の一部である、請求項２２に記載のコー
ティング。
【請求項２６】
前記ポリアミノ酸は、ホモポリマーを含んでいる、請求項２５に記載のコーティング。
【請求項２７】
前記ポリアミノ酸のガラス転移温度は、前記ポリアミノ酸への疎水性炭化水素の添加によ
って、少なくとも約１０℃だけ変更される、請求項２５に記載のコーティング。
【請求項２８】
前記ポリアミノ酸の治療因子の放出率が、前記ポリアミノ酸への疎水性炭化水素の添加に
よって変更される、請求項２５に記載のコーティング。
【請求項２９】
前記ポリアミノ酸上の疎水性炭化水素は、有機溶媒中の溶解性を該ポリアミノ酸へ付与し
、該ポリアミノ酸は、疎水性炭化水素をともなわない有機溶媒中に効果的に不溶性である
、請求項２５に記載のコーティング。
【請求項３０】
前記コポリマーの側鎖の３～１００％が、疎水性炭化水素で誘導体化されている、請求項
２２に記載のコーティング。
【請求項３１】
前記コポリマーはさらに、親水性側鎖を含んでいる、請求項２２に記載のコーティング。
【請求項３２】
前記親水性側鎖は、ポリエチレン酸化物、糖残基、または多糖類を含んでいる、請求項３
１に記載のコーティング。
【請求項３３】
前記親水性側鎖は、官能基を含んでいる、請求項３１に記載のコーティング。
【請求項３４】
前記官能基は、ヒドロキシル、カルボキシル、双性イオン、スルホネート、ホスフェート
、およびアミノからなる群より選択される、請求項３３に記載のコーティング。
【請求項３５】
アミノ酸側鎖と疎水性炭化水素とを連結する化学基は、アミド、エステル、カーボネート
、カルバメート、オキシムエステル、アセタール、ケタール、ウレタン、ウレア、エノー
ルエステル、オキサゾリンディーズ、無水物、またはオキシムエステルを含んでいる、請
求項２２に記載のコーティング。
【請求項３６】
前記コポリマーは、誘導体化γポリアミノ酸を含んでいる、請求項２２に記載のコーティ
ング。
【請求項３７】
前記γポリアミノ酸は、ポリグルタミン酸、ポリアスパラギン酸、またはポリリシンを含
んでいる、請求項３６に記載のコーティング。
【請求項３８】
前記治療因子は、前記層中に取り込まれているか、または前記コポリマーへ共有結合され
ている、請求項２２に記載のコーティング。
【請求項３９】
前記コポリマーは有機溶媒中に可溶であり、水溶液中に不溶である、請求項２２に記載の
コーティング。
【請求項４０】
第一アミノ酸は、誘導体化側鎖を含んでいる、請求項２２に記載のコーティング。
【請求項４１】
請求項２２に記載のコーティングであって、前記コポリマーの少なくとも一部分は、以下
の式：
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【化２】

を含み、
ここで、
　ｐは、該ポリマーのモノマー単位を示す整数であり、ｐ１は、第一モノマー単位を示し
、ｐ２は、第二モノマー単位を示し；
　ｎは、１と５００，０００との間の整数であり；
　Ｔ１．．．Ｔｎは独立して、Ｈまたは－（ＣＨ２）ｍ－Ｘ＊基の式を有するように選択
され、
　ここで、Ｘ＊は、Ｈ、ハロゲン、ヒドロキシル基、チオール基、カルボキシル基、アミ
ノ基、アルキル基、アルコキシ基、アルケニル基、アルキニル基であり、－（ＣＨ２）ｎ

は、ｍが１と１００との間の整数である基であり、１つ以上のメチレン基が必要に応じて
、Ｏ、Ｓ、Ｎ、Ｃ、Ｃ＝Ｏ、ＮＲａ基、ＣＲｂ基、ＣＲｃＲｄ基、またはＳｉＲｅＲｆで
置換されており、ここで、Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃ、Ｒｄ、Ｒｅ、およびＲｆは、各々独立して
、結合、ｐｉ結合、Ｈ、ヒドロキシル基、チオール基、カルボキシル基、カルバメート、
オキソカーボン基、アミノ基、アミド（ａｍｉｄｏ）基、アミド（ａｍｉｄｅ）基、ホス
フェート基、スルホネート基、アルキル基、アルコキシ基、アルケニル基、アルキニル基
、シロキサン、または官能基であり；
　ここで、疎水性炭化水素側鎖は、１４～５，０００の分子量を有し；
　Ｌ１．．．Ｌｎは独立して、結合、または示されている炭素を、１または複数の共有結
合によって連結する連結基であるように選択され；
　Ｚ１．．．Ｚｎは独立して、結合、または１００原子未満の連結基であるように選択さ
れ；そして、
　ＹｃおよびＹｎは各々独立して、Ｈ、ハロゲン、ヒドロキシル基、チオール基、カルボ
キシル基、アミノ基、アルキル基、アルコキシ基、アルケニル基、アルキニル基、シロキ
サン、または官能基であるように選択される、
コーティング。
【請求項４２】
医療デバイスを用いた治療因子を送達する方法であって、該方法は、以下：該治療因子お
よび水溶性ポリアミノ酸を含んでいる層を、該医療デバイスの表面の少なくとも一部分へ
適用する工程、および該ポリアミノ酸を互いに架橋して、該層を安定させる工程を包含し
、該ポリアミノ酸の側鎖の１％～１００％が、１４～５０００の分子量を有する疎水性炭
化水素側鎖を有するように誘導体化されており、該治療因子は、該医療デバイスが患者に
埋め込まれた時に放出可能である、方法。
【請求項４３】
前記架橋工程は、熱、または紫外線エネルギーの適用により前記層を硬化する工程を包含
する、請求項４２に記載の方法。
【請求項４４】
請求項４２に記載の方法によって得られ得る層を含んでいる医療デバイス上のコーティン
グ。
【請求項４５】
医療デバイスの表面上への生分解性コーティングの作製方法であって、以下：
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　該医療デバイスの表面の少なくとも一部分上に生分解性層を形成する工程であって、該
層は、コポリマー、および患者への該デバイスの埋め込み後に該患者の中に放出可能な治
療因子を含んでいる、工程、および該コポリマー中の疎水性炭化水素側鎖の数または長さ
を調節することによって、該層からの治療因子の放出率を選択する工程を包含し、
　ここで、該コポリマーは、第一モノマー単位および第二モノマー単位を含み、該第一モ
ノマー単位がアミノ酸を含み、該第二モノマー単位が、１４～５，０００の分子量を有す
る疎水性炭化水素側鎖を有するように誘導体化されたアミノ酸を含んでいる、
方法。
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